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* 大阪学院短期大学
学 会 報 告
「考古学とコンピュータ」
2004年11月３～５日（於ウィーン）
渡　辺　千香子*
　2003年４月の米英軍によるバグダッド侵攻にとも
なって生じたイラク博物館はじめイラク各地の博物館
や図書館の略奪の様子は，ニュースで即座に報道され，
世界中の人々に大きな衝撃を与えた。イラクでは，既
に1990年の湾岸戦争後の混乱の中で多くの地方博物館
が襲撃されており，当時から貴重な文化遺産が不法に
国外へ持ち出され続けてきた。今回のイラク戦争後の
略奪では，既にイラクの文化財として登録されている
博物館収蔵品が大量に失われたという側面に加えて，
いまだに土中に埋もれて登録もされていない考古遺物
が，組織的な「盗掘」という手段によって大規模に持
ち去られている現状が憂慮されている。
　このような事態をうけて，古代メソポタミア研究に
関する主要な国際学会では，通常の研究発表に加えて，
急遽イラクの文化遺産保護に関する特別なセッション
を設けてきた。2003年７月にロンドンで開催された第
49回国際アッシリア学会（Rencontre Assyriologique
Internationale）や，翌年2004年３～４月にベルリンで
開催された第４回国際西アジア考古学会（International
Congress on the Archaeology of the Ancient Near
East）では，イラクにおける博物館等の被害状況や各
地の遺跡で横行している盗掘の実態等について，イラ
クから招聘された研究者やユネスコの調査団として現
地を訪れた研究者たちから，最新の状況が報告されて
いる。なかでもロンドンの国際アッシリア学会は，バ
グダッド制圧から３ヶ月目にあたり，イラク博物館か
ら略奪された収蔵品に関する情報もまだ混乱している
最中に，イラク博物館の関係者たちや大英博物館から
派遣された研究者はじめ，ユネスコの調査隊として現
地に赴いた専門家たちが，相次いで被害状況を生々し
く報告した。この学会の最終日には，イラク博物館略
奪に関する調査を担当していた最高責任者のボグダヌ
ス大佐が突然ロンドンを訪れるハプニングもあり，午
後に予定されていた学会発表の予定が大幅に変更され
るなどして，当時現地の第一線で調査にあたっていた
担当者から，略奪された文化財の調査内容について詳
しい報告を聞くことができた。
　これらの国際学会は規模も大きく，日本からの参加
者も多い。一方，2004年11月にウィーンで開かれた学
会「考古学とコンピュータ（ Archäologie und
Computer）」の中でも，イラクの失われた文化財に関
する特別セッションが設けられた。しかし，この学会
は比較的小規模で，日本における知名度も決して高い
とは言えない現状から，ここで簡単に会議の概要や
セッションの内容について報告させていただきたい。
今回で９年目を迎えるこの学会は，正式には「ワーク
ショップ９」と呼ばれ，ウィーン市の都市考古学部局
が毎年主催しているものである。2004年という年は，
武力闘争下における文化財保護を定めたハーグ協定の
履行（1954年）からちょうど50周年にあたり，この半
世紀を振り返るとともに，今後の見通しを考察するた
めのワークショップが会議の中心的な位置を占めた。
この他，考古学のための  XML（eXtensible Markup
Language），新しい知識の共有（CIDOC コンセプチュ
アル・レファレンスモデル），文化遺産と観光，という
テーマ別にワークショップが分けられ，それぞれ
ウィーン市庁舎の中の隣り合う広間において，３日間
にわたりセッションが開催された。イラク戦争後の文
化遺産の略奪は，ハーグ協定50周年の枠組みの中で取
り上げられ，失われた過去の遺産を保護するために，
コンピュータをはじめとするデジタル技術がどのよう
な役割を果たすことができるかというテーマに関して，
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２日間にわたるセッションが設けられた。
　１日目のセッションでは，ユネスコのフラディク氏
からハーグ協定が生まれてきた歴史的背景や近年の旧
ユーゴスラヴィアの武力紛争下における文化財保護の
状況について報告された後，会議の主催国オーストリ
アにおけるハーグ協定の批准と文化財保護の実践につ
いて行政側と軍部における取り組みの報告がされた。
続いて，ドイツのミュラー・カーペ氏は，イラクにお
ける文化財の不法な流出と盗掘による遺跡破壊の背景
にある，古美術マーケットの実態と需要を厳しく指摘
し，ユネスコ条約（1970年）の批准に動き始めたドイ
ツの現状と，文化財を保護するための新しい法律の必
要性について報告した。再び，フラディク氏から，ユ
ネスコが推奨している文化財を記述するための国際的
な標準的表記（オブジェクト ID）について説明され，
これは盗まれた芸術品や違法な取引をされた文化財を
個々に識別するために役立つもので，FBI やスコット
ランドヤード， INTERPOL といった国際的な法執行組
織をはじめ，博物館関係者や文化財に関わる専門家，
また保険会社などによって，幅広く奨励されていると
いう。最後にオーストリアの文化保護に携わる行政の
立場から，文化財保護における NGO の役割が報告さ
れた。
　２日目のセッションはシンポジウムの菰で行なわれ，
A）遺跡の記録と保護のために用いるコンピュータの技
術，B）文献，図像，発掘記録，博物館収蔵品，粘土
版文書などの遺物の記録と保護のためのデジタル化と
データベースの使用，という２つのテーマに分けられ，
合計12の研究が報告された。はじめに，1980年代初め
からシカゴ大学オリエント学研究所で進められている
コンピュータを使った考古学のプロジェクトについて，
その過程と近年のコンピュータ技術の発展によって可
能となった側面が説明された。イラク戦争にともなっ
て生じた危機的状況の中で，イラク博物館収蔵品に関
するデータベースをいち早くウェブ上で公開し，この
件に関する情報提供やコミュニケーションのための中
心的役割を果たすことができたのも，このような背景
があったからこそだったという。また1994年から開始
されたディヤラ・データベースプロジェクトについて，
その概要とこれまでの経過および今後の見通しについ
て説明された。イスラエルの研究者からは，現在おも
に医療の現場で使われている CT スキャンや PACS
（Picture Archiving and Communication Systems）と
いった医療機器テクノロジーを考古遺物に適用するプ
ロジェクトについて報告された。CT スキャンを使え
ば，遺物を破壊することなく土器の密度などといった
内部構造を調べることができ，個々の遺物の確認や贋
作の識別等に活用できるという。また，このような
データを世界中の専門家が共有するためのシステムと
して PACS が推奨されている。一方，ニムルドから出
土した宮殿をコンピュータ上でヴァーチャル・リアリ
ティーとして復元するプロジェクトを進めているペイ
リー教授（ニューヨーク州立大学）は，既にウェブ上
で公開されているこれまでの研究成果について報告し
た。多くのデータの処理とデジタル化されたニムルド
の宮殿建築のプランによって，従来考えられてきた遺
構の詳細や発掘当時レヤードがとった記録の中の不正
確な点についてまでも修正することができるという。
ドイツのミュラー・カーペ氏は，イラク博物館と協力
しながら進めている博物館収蔵品目録をコンピュータ
化するプロジェクトに関する方法として，データベー
スには複数の言語によって情報の出し入れが可能とな
るようなモジュールの適用を構想し，その可能性と必
要とされる技術的な事柄について報告した。また，イ
ラクの遺跡の盗掘や文化財略奪について，1）湾岸戦争
前，2）経済制裁下，3）イラク戦争後と３段階に分け
て検証し，イラク戦争後に進んでいる盗掘の実態が，
これまでにないほど大きく，取り返しのつかない規模
であることが報告された。イラクから参加したブルハ
ン氏は，これまでにアメリカやヨルダンなどに不法に
密輸されて差し押さえられたイラクの文化財について
説明した。まだ失われた遺物の多くが，サウジアラビ
アなど近隣国にある状態だという。
　2004年の会議の出席者は約200人で，28カ国にわたる
が，その大部分はヨーロッパとアメリカの研究者で
あった。第10回目にあたる2005年の「ワークショップ
10」は，11月７～10日にウィーンの市庁舎で開催され，
学会の名称もこれまでの「考古学とコンピュータ」か
ら「世界遺産と新しいテクノロジー（World Cultural
Heritage and New Technologies）」に変更される。詳細
については， http://www.stadtarchaeologie.at を参照さ
れたい。
